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平成19年10月11日（木）京都市「リーガロイヤル
ホテル京都」において､（社）日本空調衛生工事業協
会第14回全国会議が開催され、全国から約360人
の会員等が参加しました。
今回は、「空調衛生工事業の独自性の確立」を

基本課題として、まず全体会議が行われ、（社）日
空衛石田栄一会長の開会挨拶、国土交通省中島
正弘建設流通政策審議官の来賓挨拶の後、基調
講演として、独立行政法人国立環境研究所参与
（脱温暖化2050プロジェクトチームリーダー）の
西岡秀三氏から「低炭素社会の到来」と題して講
演が行われ、我が国において、2050年までにCO2
の排出量を1990年に比べて70％削減するには、
今後、大胆な社会的、経済的な転換が不可欠で
あると指摘し、具体的な方策として、利便性の
高い快適な居住空間と省エネルギー性能が両立
した住宅への誘導によるエネルギー需要の削減
対策や大都市圏の都市部と郊外、地方都市と地
方都市の郊外・郡部など各地域特性に応じた削
減策、各業務・産業部門における低炭素に向け
たインフラ投資などをあげました。
続いて、基本テーマ「建設産業政策2007」を踏ま

えた空調衛生工事業のあり方について、（社）日空
衛安藤壽一副会長を司会者に、国土交通省中島
正弘建設流通政策審議官、京都大学古阪秀三准
教授、（社）日空衛坂井英昭副会長、（社）日空衛是常
博常任理事をパネリストにして、パネルディス
カッションが行われました。パネルディスカッ
ションでは、討議に先立ち各パネリストからの
意見発表がありました。
まず始めに国土交通省の中島審議官から、「建

設産業政策2007」～大転換期の構造改革と題して、

建設産業を取り巻く変化や「構造改革」の推進、
今後の建設産業政策の方向性などについて説明が
あり、さらに、経営事項審査の見直しや同審査に
おける新たな企業集団評価制度の創設、産業活力
再生特別措置法の活用による企業再編の促進、分
離・分割発注方式の推進、CM方式導入の促進等
最近の国土交通省の主要施策について説明があり
ました。
また、京都大学の古阪准教授から、「地方の中小
空衛工事業者の生き残り策を考える」と題して、
中小空調衛生設備工事業の今後の業務領域の拡
大又は縮小に関する経営戦略についての提言が
ありました。
また、（社）日空衛坂井副会長から、空調衛生設

備業界の立場からの現状分析と、業界として今
何をなすべきか、今何に取り組むべきかについ
て、業界の地位向上のためには引き続き分離・
分割発注を推進していきたい、また将来的には、
業界として総合エンジニアリング事業者を目指
すようにしていきたいなどの発言がありました。
また、（社）日空衛是常常任理事から、中小設備

業のおかれている立場を十分に認識し、スリム化
の自助努力をするとともに、大手の得手の部門で
は勝負しないようにして、専門性に特化するなど、
他社には負けない自社の特徴を持つようにした
い。中小事業者は、生き残るのが最大の課題であ
り、勝つというよりは負けないような仕事をする
ようにしていきたいなどの発言がありました。
その後、各パネリスト間及びパネリストと会場

出席者間で熱心な意見交換が行われ、この中で、
出席者の質問に答えて、（社）日空衛坂井副会長は、
「建設産業政策2007・日空衛版」を策定するに当た
って、空調衛生工事業界が進むべき方向性として、
「顧客満足度の達成」、「国民・社会から信頼される
産業」、「魅力ある産業への転換」、「地球環境問題
への貢献」、「空調衛生工事業の独自性の確立」の
5つの骨子をあげ、今後この骨子に具体的な政策、
戦略などを肉付けしていきたいと発言しました。
当会からは、川本会長、清水・松本・山本副

会長、 専務理事が出席しました。

（社）日本空調衛生工事業協会
第14回全国会議を京都市で開催
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（社）日本空調衛生工事業協会
平成19年度関東支部総会を千葉市で開催

平成19年10月26日（金）千葉市中央区の「京成ホ

テルミラマーレ」において、（社）日本空調衛生工

事業協会平成19年度関東支部総会が開催されま

した。

総会は、開催県の（社）千葉県空調衛生工事業協

会の下福康之副会長の司会で始まり、初めに、

関東支部長の（社）東京空気調和衛生工事業協会t須

康有会長から挨拶がありました。

続いて、出席者の紹介の後、（社）千葉県空調衛

生工事業協会の臼倉進会長を議長に選出し、議

事に入り、まず、関東支部の事業報告を支部事

務局の（社）東京空気調和衛生工事業協会齊間孝一

専務理事が行い、承認されました。

次に、本部報告が行われ、（社）日空衛坂山修平

専務理事から、最近の日空衛の活動状況につい

て説明がありました。

次に、次期総会を茨城県で開催することを決

定しました。

最後に、（社）千葉県空調衛生工事業協会の金子邦夫

副会長の閉会のことばで総会を終了しました。

なお、総会終了後、国土交通省関東地方整備

局の伊藤淳副局長から、「建設業をめぐる最近の

諸情勢について」と題して、建設業のおかれた現

状と様々な課題について、詳細な資料とデータ

に基づく講演が行われました。

また、総会・講演会終了後、懇親会が開かれ、

まず主催者を代表して、千葉空衛の臼倉会長か

ら歓迎の挨拶がありました。続いて、t須関東

支部長の挨拶、来賓としての堂本暁子千葉県知

事、林孝二郎千葉市副市長の挨拶、また、同じく

来賓として、国土交通省関東地方整備局の伊藤

淳副局長、瀬尾真一建政部建設産業調整官ほか

の紹介がありました。

この後、石田栄一日空衛会長の乾杯に続き、

懇談に入り、日空衛本部並びに関東支部を構成

する1都7県1市・9団体の参加者約140名が情報を

交換し、懇親を深めて散会しました。

当工業会からは、川本会長（副支部長）、松本・

山本副会長、鈴木・渡辺・大内理事、 専務理事

が出席しました。
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7 月定例理事会

平成19年7月13日（金）午後4時から第420回定例
理事会が開催された。
その議事内容の要旨は次のとおりである。
1 ．神奈川フィルハーモニー管弦楽団による「設
立40周年記念コンサート」の開催（案）につ
いて
松本副会長兼総務委員長から、 専務理事

に対して、神奈川フィルハーモニー管弦楽団
による「設立40周年記念コンサート」の開催
（案）について資料説明が求められた。
専務理事が資料により説明を行い、協議の

結果、了承された。
2 ．日空衛「関東支部総会」について
松本副会長から、10月26日（金）に千葉市

「京成ホテルミラマーレ」で開催される日空衛
「関東支部総会」について説明があり、川本会
長から、当工業会として、正副会長、各委員
長、専務理事の出席を求める発言があり、了
承された。

9 月定例理事会

平成19年9月14日（金）午後2時から第421回定例
理事会が開催された。
その議事内容の要旨は次のとおりである。
1 ．入会申込みについて
松本副会長兼総務委員長から、 専務理事

に対して、入会申込みについて資料説明が求
められた。
専務理事が資料により、「東都熱工業株式会

社」の入会申込みについて説明を行い、本件は
理事会前に開催された審査会において、「入会
可」の審査結果が出た旨報告があった。
この後、理事会として協議した結果、入会

審査基準をすべて満たしており、そのほか特
段の問題もないので、全会一致で入会するこ
とを承認した。

定例理事会議事報告（7月・9月・10月）

2 ．日空衛「全国会議」について
松本副会長から、10月11日（木）に京都市「リ

ーガロイヤルホテル京都」で開催される日空衛
「全国会議」について説明があり、川本会長か
ら、当工業会として、正副会長、専務理事の
出席を求める発言があり、了承された。
3 ．職員の服務規則の改正について　
松本副会長から、 専務理事に対して、職員

の服務規則の改正について資料説明が求めら
れた。
専務理事が資料により、高年齢者雇用安定

法の改正に伴い、満65歳の誕生日までの継続
雇用制度を導入するための職員の服務規則の
改正（案）について説明を行い、協議の結果、
原案のとおり承認された。

10月定例理事会

平成19年10月10日（水）午後2時から第422回定例
理事会が開催された。
その議事内容の要旨は次のとおりである。
1 ．予備費の振替について
松本副会長兼総務委員長から、 専務理事

に対して、予備費の振替について資料説明が
求められた。
専務理事が資料に基づき、予備費から修繕

費への予算科目間の振替について説明を行い、
了承された。
2 ．中間決算について
松本副会長から、 専務理事に対して、中

間決算について報告が求められた。
専務理事が資料により報告を行い、承認され

た。
3 ．12月定例理事会について
松本副会長から、12月定例理事会について、

12月14日（金）午後2時30分から「華正樓」本店で
行いたい旨の説明があり、了承された。



防災の日の9月1日（土）に先立ち、8月24日（金）に
「横浜市公共建築物に係わる震災時の応急措置の
協力に関する協定」に基づき、災害時の迅速な防
災拠点の確保に向けた即時出動訓練が、横浜市
と出動協定をしている建設5団体の横浜建設業協
会、神奈川県建設業協会横浜支部、横浜市電設
協会、神奈川県電業協会、当神奈川県空調衛生
工業会の即時出動会員、バックアップ会員の合
計263名が参加し、特に震災時の重要な拠点とな
り、中心的な役割を果たす区庁舎、消防署、病
院等で実施されました。
横浜市指定の51施設のうち、今回は36施設を

対象に訓練が実施され、当工業会からは、即時
出動会員46名（25社）とバックアップ会員38名
（36社）の合計84名（55社）〔※即時、バックアッ
プ重複6社〕が訓練に参加しました。
当日は、出動者の参集確認後、施設管理者か

ら設備の故障、漏水などを想定した被害状況が
報告され、各所で安全点検、安全措置などを訓
練実施しました。
訓練は、各出動者の協力のもと滞りなく終了

しました。本番さながらの訓練は、今後の対応
の中で生かされるものと思います。

今回の防災訓練に参加し、ご協力をいただいた会員会社

◎ 即時出動会員
㈱朝日工業社、有賀工業㈱、エルゴテック㈱、
神奈川東京冷機㈱、㈱金子工業所、川本工業㈱、
㈱京浜設備工業所、興信工業㈱、㈱光電社、
斎久工業㈱、三機工業㈱、㈱城口研究所、新菱
冷熱工業㈱、㈱鈴木工務店、正和工業㈱、第一
工業㈱、㈱大気社、大成温調㈱、ダイダン㈱、
㈱太陽設備、高砂熱学工業㈱、㈱西原衛生工業
所、日宝工業㈱、山本電気水道㈱、渡辺工業㈱

◎ バックアップ会員
アトム冷熱工業㈱、㈱アペック、㈱康栄社、
興和工業㈱、㈱小松工業、相模設備工業㈱、
㈱サノセキエンジニアリング、三建設備工業㈱、
㈱三晃空調、神中工業㈱、新日本空調㈱、新菱
冷熱工業㈱、須賀工業㈱、設備メンテナンス㈱、
第一工業㈱、第一設備工業㈱、太建工業㈱、
大成温調㈱、ダイダン㈱、㈱太陽設備、中央設備
エンジニアリング㈱、㈱テクノ菱和、南海工業㈱、
日新設備㈱、㈱日設、㈱ニッセツ、日比谷総合
設備㈱、豊正工業㈱、三沢電機㈱、南設備工業㈱、
㈱モリヤ総合設備、㈱ヤマト、山本電気水道㈱、
㈱ヨコレイ、菱和設備㈱、㈱渡辺管工業

横浜市まちづくり調整局主催による防災訓練行われる
安全委員会

－4－
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平成19年度第1回経営幹部研修会開催
「「品確法」の正しい理解と企業戦略」で講演

研修委員会

平成19年度の第1回経営幹部研修会が7月12日
（木）午後2時から ロイヤルホールヨコハマにおい
て開催されました。
今回の研修会は、会員企業の経営に資するため、

有限責任中間法人建設情報化協議会理事吉田信雄
氏を講師に招いて講演が行われ、（社）神奈川県電
業協会からの参加も得て、39名が受講しました。
開講に先立ち、川本会長から主催者を代表し

て本研修会の意義等について挨拶があり、続い
て吉田講師よりテキストに基づく講演が行われ
ました。

講　演
テーマ
「品確法」の正しい理解と企業戦略
～総合評価方式で生き残るために～

講　師　有限責任中間法人建設情報化協議会
理事　　吉田　信雄　氏

内　容（概要）
「公共工事の品質確保の促進に関する法律」
いわゆる「品確法」が平成17年4月に施行され、
現在、国土交通省のほか各自治体にも浸透し
始めています。
しかしながら、発注者側からは、建設企業

に対して「何をしなさい」といった具体的な指
示はほとんどありません。自分達で解釈して
勝手に取り組みなさいと言わんばかりです。
本研修会では、建設企業の視点から「品確法」

の内容をわかりやすく解説するとともに、建
設企業として取り組むべき方策について解説
します。

（主な項目）

1 「品確法」とはどんな法律か

2 「品確法」を受けて建設企業はどう取り組
むべきか

3 生き残りをかけた企業体質の変革

4 経営者よ！意識変革せよ！

5 さあ、遅れをとらないようにスタートし
よう
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新しい教育課程の取組みへの協力の中で、毎
年、公立工科・工業高校からの生徒に対する
「現場実習生受入れ制度」を実施していますが、
昨年に引き続き、本年も会員会社4社のご協力を
得て、神奈川県立藤沢工科高等学校からの実習
生24名を受入れて実施されました。

協力会員会社

川 本 工 業 ㈱

ダ イ ダ ン ㈱

山本電気水道㈱

三 沢 電 機 ㈱

実習生徒数

10 名

5 名（※1）

5 名

4 名（※2）

現場実習にご協力いただいた会員各社

平成19年度第2回経営幹部研修会開催
「建設企業のためのやさしい戦略と計画の立て方」で講演

研修委員会

平成19年度の第2回経営幹部研修会が10月23日
（火）午後2時から ホテル横浜ガーデンにおいて開
催されました。
今回の研修会は、会員企業の経営に資するた

め、㈱建設経営サービス建設経営研究所主任コ
ンサルタント松井博孝氏を講師に招いて講演が
行われ、（社）神奈川県電業協会からの参加も得て、
39名が受講しました。
開講に先立ち、川本会長から主催者を代表して

本研修会の意義等について挨拶があり、続いて松井
講師よりテキストに基づく講演が行われました。
なお、本研修会は、横浜市の建設関連産業活

性化支援事業に伴うアドバイザー派遣制度要綱
第5条第4項の規程に基づくアドバイザー派遣事
業に指定されています。

講　演
テーマ
3年後の自社の姿が見えない企業必見！！
「建設企業のためのやさしい戦略と計画の立て方」
講　師　㈱建設経営サービス建設経営研究所

主任コンサルタント　松井　博孝　氏

内　容（概要）
不確定要素が多く不安定な時勢です。こう

いう時だからこそ、自社の現状と自社を取り
巻く環境を見据えた上で、今後進むべき方向
と目標を示し、目標達成に向けて全社的に取り
組んでいくことが必須となります。
本研修では、各社が今後取り組むべき事項

を確認し、目標設定と行動計画立案・実行の
ポイントについて具体的事例を交えて解説し
ます。

（主な項目）
1 今後3年間に何を行うか（現状の把握と問
題点の発見）

2 目標設定の考え方
3 目標設定のための行動計画立案と実行
のポイント

4 企業の質を高めるために実践すべきこと
5 経営計画の策定・実行手順（経営計画の実
例紹介）

※ 1
学校の都合で10名
の予定が 5 名に
※ 2
学校の都合で 5 名
の予定が 4 名に

公立工科・工業高校現場実習生の受入れを実施
渉外委員会
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平成19年度研修見学会開催
三菱電機㈱　静岡製作所

渉外委員会

◎研修見学会に参加して
株式会社 朝日工業社　営業部　奥野　享

平成19年11月6日（火）から11月7日（水）の2日
間にわたり（社）神奈川県空調衛生工業会渉外委
員会主催の研修見学会に参加させていただき、
三菱電機株式会社静岡製作所を見学してまいり
ましたので報告させていただきます。今回の研
修会の目的としては、日頃我われ設備工事業者
が取り扱っている製品の生産工程から最新の製
品知識を理解し今後の施工に役立てるというこ
とです。

〔三菱電機株式会社　静岡製作所　概要〕

創立年月日 1954年4月1日
所 在 地　　静岡県静岡市駿河区小鹿3丁目18番1号
敷地面積　　214,829㎡
建物面積　　174,779㎡
従業員数　　1,500名
主要生産品目
・冷蔵庫
・冷凍庫
・ルームエアコン（霧が峰）
・ハウジングエアコン
・店舗・事務所用エアコン（ミスタースリム）
・空調用及び産業用コンプレッサー

日本一の高さと美しさを誇る富士山を背景と
した風光明媚な静岡の地に、1954年、三菱電機
株式会社静岡製作所は冷凍空調機の専門工場と
して設立されたそうです。以来、冷蔵庫、ルー
ムエアコン、パッケージエアコン、コンプレッ
サーなどを中心に製品づくりをしてきた重要な
生産拠点であります。

見学会当日、集合場所の横浜駅東口はあいに
くの曇り空でありましたが総勢25名を乗せた新
型の三菱ふそう社製（あとで気づいたのですがそ
こまで気配りされたのでしょう）大型バスは一路
三菱電機㈱静岡製作所を目指して定刻どおり出

発したのでありました。東名高速足柄PAで休憩
をとり小雨などもちらつきましたが、途中右手
に見た富士山は頂上付近に雪雲と思われる雲を
かぶっており冬装束の準備の真最中の様子など
と思っているうちに渋滞もなく予定どおり午前
10時30分すぎに目的地に無事到着。
工場の方々に出迎えていただき清潔感漂う会

議室にて配布された資料にもとづき工場全体の
説明をうけました。自然と環境に配慮した生産活
動とともに自動化も含めた一貫生産システムを
とっており厳重な品質管理を貫いているとのこ
と。敷地は東京ドーム5個分とのことでやはり国
内のみならず世界各国にむけて研究開発、生産、
出荷している拠点であることを感じさせます。
資料では1954年から生産を開始した冷蔵庫、

ルームエアコン、パッケージエアコンがどのよ
うに進化発展したかがひとめでわかる表があり
約半世紀にわたる技術進化がよくわかりました。
引き続き隣接するショールーム「ギャラリエ」

に移動し実際の現物を見学いたしました。「ギャ
ラリエ」は家庭用ルームエアコンからオール電
化・床暖房、店舗・事務所用エアコン、コンプ
レッサーなど先進の技術とシステムが実感でき
る体感型のショールームでお客様にベストマッ
チな暮らしや住空間の提案と、環境を強く意識
して開発された商品を一堂のもとに見ることが
できます。実際の設備機器を目で見て、触れて、
感じることのできるこの施設はとてもわかりや
すく勉強になりました。また展示物の中には昭
和の初期型から最新の機能を備えた最新の冷蔵
庫が世代別に展示してあり昨今の昭和ブームに
昔懐かしい気持ちになられた方も多いようでし
た。また外部に設置してある業務用エコキュー
トの実機も見学することができました。
昼食をはさんで午後は記念撮影のあといよい

よ工場の生産ラインの視察になりました。整理
の行き届いた工場内を案内の方について家庭用
エアコン「霧ケ峰」及びスリムエアコンの組み立
ての工程にそって間近に見ることができました。
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ひとつひとつの製品が長大なライン上をいく
つもの工程を経ながら次々と完成してゆく様は
圧巻で製品の組み立てにたいする工場の方々の
真剣な姿勢が伝わってくるとともに梱包され出
荷されていくのをみるとなにか世の中の購買力
を実感するようでした。
休憩をはさんで再び会議室にてルームエアコ

ン「霧ケ峰」の製品説明がありました。競合メー
カー各社とも新技術を投入するなかで三菱電機
としては床や壁の温度に加えて人の位置を検地
する「人感ムーブアイ360」により効率的な運転、
省エネを可能にすることをアピールしていきた
いとのことでした。
最後に再び移動しあらゆる環境条件を再現し、

さまざまな部屋におけるエアコンのあらゆるデ
ータを測定できる実験施設「体感ラボ」を見学し
質疑応答の後無事終了となりました。個人的に
は最後の挨拶の際に渡辺委員長のおっしゃられ
た「この先に我われの仕事がある」という言葉が
印象に残りました。
今回の見学に際し今後の空調機器の製品開発

のキーワードはやはり「省エネ」であるとの感想
を持ちました。地球環境に優しい製品づくりに

各メーカーとも真剣に取り組んでいることはわ
れわれ施工業者も学ぶべき点はおおいにあると
思いますし営業の立場からこれらの製品知識を
もつことはお客様に提案するうえで非常に役立
つと思われます。私自身は営業という立場から
ともすればその現場でつかわれている機器に直
接接することは少ないのですがそのひとつひと
つが最新の技術を備えよりよい環境づくりに役
立っていることを再認識いたしました。
その意味で今回の研修見学会に参加させていた

だいたことは非常に有意義であったと思います。
工場見学会の後、焼津グランドホテルに場所

を変え懇親会というかたちで参加された方々と
懇親を深めさせていただき、また有意義なお話
もいろいろ伺うこともできとても充実した時間
を過ごすことができました。

最後になりますが、今回大変お世話になりま
した三菱電機㈱静岡製作所の方々、また本研修
見学会の開催のためにいろいろとご尽力されま
した渡辺渉外委員長、古屋同副委員長をはじめ、
渉外委員の皆様方に深く御礼申し上げます。
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◎平成19年度釣大会
渉外委員会主催の後期

釣大会が平成19年11月1
日（木）に金沢漁港「三春丸」
において11名が参加して
行われました。上位の入
賞者は次のとおりです。

優　　勝　　鈴木 二〔三 晃 空 調 ㈱〕

準 優 勝・大 物 賞
小畑　　徹〔ダ イ ダ ン ㈱〕

親 睦 会 報 告

新 会 員 紹 介

◎平成19年度前期ボウリング大会
渉外委員会主催の前期

ボウリング大会が平成19
年7月18日（水）に若葉ハイ
ランドレーンにおいて19
名が参加して行われまし
た。成績は次のとおりで
す。

優　　勝　　安藤　孝信〔㈱モリヤ総合設備〕

準 優 勝　　黒石　宗敦〔須 賀 工 業 ㈱〕

ハイゲーム賞 本庄　正明〔㈱ 朝 日 工 業 社〕

◎平成19年度後期ゴルフ大会
渉外委員会主催の後期

ゴルフ大会が、平成19年
10月18日（水）に横浜カン
トリークラブにおいて37
名が参加して行われまし
た。上位入賞者は次のと
おりです。

優　　勝　　加藤　和彦〔山本電気水道㈱〕

準 優 勝　　樋沢　賢司〔㈱ I N A X〕

ベストグロス賞 加藤　和彦〔山本電気水道㈱〕

優勝者　安藤　孝信氏
〔㈱モリヤ総合設備〕

優勝者　鈴木　 二氏
〔三晃空調㈱〕

優勝者　加藤　和彦氏
〔山本電気水道㈱〕

平成19年度後期ゴルフ大会参加者の皆様

◎新入会員

・東都熱工業株式会社（平成19年9月入会）
〒210-0011
川崎市川崎区富士見2丁目5番6号
代表取締役　林田　　 武
TEL 044-244-7230
FAX 044-233-7421

《正会員》



◎代表者・事業所所在地変更

・株式会社日設
代表者（変更日平成19年5月）
新　代表取締役　吉村　 正孝
旧　代表取締役　比嘉 悠紀三

事業所在地（変更日平成18年1月）
新　〒231-0015
横浜市中区尾上町4-47
（リスト関内ビル5階）

旧　〒231-0015
横浜市中区尾上町4-47
（大和横浜ビル5階）

◎代表者・事業所責任者変更

・三機工業株式会社
代表者（変更日平成19年7月）
新　代表取締役　有馬 修一郎
旧　代表取締役　宅　　 清光

事業所責任者（変更日平成19年6月）
新　横浜支店長　堤　　 充永
旧　横浜支店長　門池　　 功

・株式会社テクノ菱和
代表者（変更日平成19年4月）
新　代表取締役社長　阿部　 捷司
旧　代表取締役社長　林　 昭八郎

事業所責任者（変更日平成19年7月）
新　横浜支店長　　　　関本　 文彦
旧　取締役横浜支店長　平松　　 博

◎代表者変更

・南海工業株式会社（変更日平成19年10月）
新　代表取締役　安室　 昌子
旧　代表取締役　安室　 正彦

・株式会社城口研究所（変更日平成19年6月）
新　代表取締役社長　長南　 敏夫
旧　代表取締役社長　熊谷　 元孝
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会 員 消 息

・須賀工業株式会社（変更日平成19年4月）
新　代表取締役社長　神木　 宣夫
旧　代表取締役社長　吉井　 英輝

・設備メンテナンス株式会社
（変更日平成19年6月）

新　代表取締役　村上　 純一
旧　代表取締役　有賀　 弘

◎本社所在地変更

・株式会社清田工業（変更日平成19年11月）
新　〒103-0011

東京都中央区日本橋大伝馬町7番6号
（イトーピア第2大伝馬町ビル5・6階）

旧　〒103-0006
東京都中央区日本橋富沢町12番14号

・新日本空調株式会社（変更日平成19年9月）
新　〒103-0007

東京都中央区日本橋浜町2丁目31番1号
（浜町センタービル）
TEL 03-3639-2740
FAX 03-3639-2732

旧　〒103-0021
東京都中央区日本橋本石町4丁目4番20号
（三井第2別館）
TEL 03-3279-5681
FAX 03-3270-9472

・株式会社ヨコレイ（変更日平成19年6月）
新　〒240-0053

横浜市保土ヶ谷区新井町657
旧　〒240-0053

横浜市保土ヶ谷区新井町656

◎事業所責任者変更

・大成設備株式会社（変更日平成19年7月）
新　神奈川支店長　木村　 清志
旧　神奈川支店長　小林　 博史

・日比谷総合設備株式会社（変更日平成19年6月）
新　横浜支店長　山u 健兒
旧　横浜支店長　松本　 正義

《正会員》
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◎事業所責任者変更

・株式会社INAX横浜支社（変更日平成19年4月）
新　横浜支社長　原　　 健造
旧　横浜支社長　細川　 昇一

◎事業所所在地変更

・イシグロ株式会社（変更日平成19年9月）
新　〒231-0047

横浜市中区羽衣町1-3-1
（太陽生命関内ビル6階）
TEL 050-2016-1041
FAX 045-286-0011

旧　〒235-0016
横浜市磯子区磯子2-29-29
TEL 045-750-5831
FAX 045-750-5875

・株式会社立売堀製作所（変更日平成19年9月）
新　〒231-0047

横浜市中区羽衣町2-7-10
（関内駅前マークビル9階）

旧　〒231-0047
横浜市中区羽衣町2-7-10
（日本生命関内ビル9階）

◎電話・ファックス番号変更

・ジョンソンコントロールズ株式会社 関東支店
（変更日平成19年9月）

新　TEL 03-5738-6282
FAX 03-5738-6331

旧　TEL 03-5738-6091
FAX 03-5738-6295

《賛助会員》

◎代表者変更

・ダイキン空調神奈川株式会社
（変更日平成19年10月）

新　取締役社長　関本　 雄樹
旧　取締役社長　金子　 正弘

◎社名・本社所在地・事業所名変更

・株式会社ブリヂストンTKK
代表取締役　上坂　 輝夫

社名（変更日平成19年5月）
新　株式会社ブリヂストンTKK 
旧　ブリヂストン建築用品東京株式会社

本社所在地（変更日平成19年5月）
新　〒105-0011

東京都港区芝公園2-4-1
（ダヴィンチ芝パークＡ館9階）
TEL 03-4590-7000
FAX 03-4590-7020

旧　〒105-0014
東京都港区芝1-12-7
TEL 03-3798-5621
FAX 03-3798-5627

事業所名（変更日平成19年5月）
新　株式会社ブリヂストンTKK 横浜営業所

横浜営業所長　阿部　 茂
〒231-0005
横浜市中区本町1-3（綜通横浜ビル8階）
TEL 045-222-7750
FAX 045-222-7790

旧　ブリヂストン建築用品東京株式会社
横浜支店

◎事業所所在地変更

・中央設備エンジニアリング株式会社
（変更日平成19年10月）

新　〒231-0021
横浜市中区日本大通18番地
（KRCビルディング9階）

旧　〒231-0011
横浜市中区太田町6丁目87番地
（横浜フコク生命ビル8階）

※お詫びと訂正
前号（第98号）の会員変更の一部に誤りがあり
ました。ここに改めてお詫び申し上げ、訂正さ
せていただきます。

《賛助会員》
◎事業所責任者変更

・三洋電機販売株式会社 東京支社神奈川営業部
神奈川第二営業所（変更日平成19年4月）
新　所長代理　　山本　 善三
旧　東京支店長　宗田　 順一
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当工業会設立40周年記念
「クリスマス ハートフル コンサート」（ご案内）

行 事 名

開 催 日 時

会 場

出 演

開 催 趣 旨

参加者の範囲
及び参加者数

協力・後援団体

連 絡 先

（社団法人神奈川県空調衛生工業会設立40周年記念事業）
―こころ満たされる―　クリスマス　ハートフル　コンサート

平成19年12月11日（火）19：00 開演（20：30 終演予定）

横浜みなとみらいホール

指揮・お話し／山田　和樹
オーケストラ／神奈川フィルハーモニー管弦楽団

当工業会の設立40周年記念事業として、神奈川新聞厚生文化事
業団、横浜市社会福祉協議会をとおして申し込まれた交通遺児・
身体・知的障害者・恵まれない子供達と保護者200組400名並びに
一般公募した県内小・中・高生と保護者200組400名を無料でご招待

・交通遺児・身体・知的障害者・恵まれない子供達と保護者
200組 400名

・県内小・中・高生と保護者
200組 400名

・当会関係機関・友誼団体等来賓
200名

・当会正会員・賛助会員企業
500名　　　　　　　　　　　　　　　　　 合計 1,500名

協力：横浜みなとみらいホール
後援：財団法人神奈川新聞厚生文化事業団

社会福祉法人横浜市社会福祉協議会

社団法人神奈川県空調衛生工業会事務局
〒231-0002 横浜市中区海岸通4－18
電話：045－201－9536 FAX：045－211－2477
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編 集 後 記

めっきり日脚が短くなり、冬がすぐそこまで来ているような、今日このごろです。
早いもので今年も残すところあと1ヶ月。会員各位の皆様にとって今年はどのような1年でありまし

たでしょうか。

今年の話題で思い出されるのは、政治では『なぜこの時期に？』と思わせた安倍内閣突然（？）の解散
と福田新総理の就任。
食品関係ではミートホープ、赤福、白い恋人など繰り返される品質表示・賞味期限等の偽装問題。
スポーツではボクシング世界戦での敗戦濃厚となってからの反則指示と反則行為にゆれた亀田問題。
建設業においてはまたしても耐震偽装問題が取り出さされました。

あまり良い話題が出てこなく残念にも思いますが、良くない話題では必ずと言っていいほどマナー
とモラルが問われているかと思います。社会のモラルは個人のモラルによって守られています。皆様
も今年一年を振り返り今一度お考えになってみてはいかがでしょうか。

最後に一言…
建設業に関してはどの業種においても慢性的な人手不足が囁かれる昨今ですが『ピンチの中にチャ

ンスあり』となるよう会員各位努力していきましょう！
（M.O）

『安全』ポスター（2種類）を正会員各位に配付しました。（安全委員会）
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